
強清水ストックポイント

会津森林管理署のストックポイント整備の試み

背景と目的
・森林整備面積の増加に伴い、出材量も増加。

・丸太をストックできる大きな土場がなかった。

・ストックポイントを整備し、販売拠点をつくる。

取組の結果と今後の展望
・トレーラー運搬も可能なストックポイントが会津署に設置できた。

・敷地に余裕があるので、使用の状況に応じて拡張整備できる。

・試験的に素材公売を実施し、買受有資格者にアピール。

・将来的には民有林材も受け入れ、地域の木材流通拠点になることを期待。

他にも・・・

・署から近いのでドローンの練習場所。

・署の電動刈払い機講習の場所。

会津森林管理署 佐藤匡 板垣邦之

整備までの流れ

令和３年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

整備の概略

国有林内の山元土場
(条件の良かった箇所）

八幡苗畑跡地を、既存の強清水山元土場
を拡張する形でストックポイントとして整備

除根作業 運搬作業

切土作業 砕石敷き均し

共販所

国土地理院地図

強清水山元土場

① 適地の選定

・大型車の通行の可否

・主要道路へのアクセスの良さ

・法令制限の有無

③ 実行

・法令手続き

・重機チャーター単価契約

・砕石購入単価契約

② 準備

・予算要求

・立木の伐採

・法令手続きの確認

国土地理院地図

会津森林管理署

強清水ストックポイント
（八幡苗畑跡地）

◎重機チャーター

バックホウ0.45㎥ 104時間

グラップル0.45㎥級 64時間

不整地運搬車6ｔ 90時間

◎砕石購入

切込砕石0-40mm 50㎥

切込砕石0-80mm 150㎥

割栗石150-250mm 150㎥

既存の強清水山元土場
（選定時の下見時の写真）

買受者のセミトレーラー

ドローンの練習

・国道294号線に接し、国道49号線まで
約500mと主要道路に恵まれた立地。
・近くに森林組合の共販所もある。

素材公売の表紙
（公売の椪山は一部）

広さ

民地

保安林 公園 公道

事業地毎に山元販売する
土場を確保するのは大変
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